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2025 年 12 月 18 日 

各 位 

会 社 名 株式会社ｆａｎｔａｓｉｓｔａ 

代 表 者 名 代表取締役社長  田  野  大  地 

 (コード：1783 東証スタンダード) 

問い合わせ先 管 理 本 部 長  大 森 健 史 

 ( T E L  0 3 - 5 5 7 2 - 7 8 4 8 ) 

 

第三者割当による第９回新株予約権の発行に係る、資金調達の使途変更に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年 12 月 18 日開催の取締役会において、2025 年 10 月 30 日付、「第三者割当による第 9

回新株予約権の発行に関するお知らせ」にて公表しておりました「第 9 回新株予約権（以下、「本新株予

約権」という。）の発行により調達する資金の具体的な使途」について、新たに金（ゴールド）の保有を

追加することを決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 資金使途の変更の理由 

当社は、2025 年 10 月 30 日付、「第三者割当による第 9 回新株予約権の発行に関するお知らせ」

にて発表のとおり、当社グループの持続的成長に向けた経営課題として、①事業ポートフォリオの

強化、②人材の確保と育成、③事業規模の拡大を掲げました。特に、①事業ポートフォリオの強化、

及び③事業規模の拡大のさらなる推進を図るべく、既存主力事業であるリアルエステート事業に対

し、蓄電所開発事業やホテル事業といった、第２、第３の収益の柱となる事業候補を選別し、当社

グループの将来にわたっての安定的な収益源としてさらに大きく育てることを目的として、本新株

予約権による資金調達を実施することを公表いたしました。 

加えて、当社は現在のビットコインをはじめとする暗号資産が米ドルや金（ゴールド）と並ぶ世

界の基軸資産とする世界の潮流は不可逆的であり、中長期的にその存在感はさらに高まり、対日本

円での価値上昇余地が十分にあると考え、財務資産（資産ポートフォリオの一部、インフレヘッ

ジ・資産保全等）の一部として本新株予約権の行使資金の一部を当該暗号資産の保有に充当するこ

とを公表いたしました。 

暗号資産の取得に際し、リスクとして （１）価格変動リスク（２）法規制リスク（３）セキュリ

ティリスク （４）会計・税務リスク（５）投資家・ステークホルダーとの関係悪化リスクを想定し

ており、リスク管理方法として（１）リスク許容度に応じた保有戦略 （２）内部統制・ガバナンス

体制の整備および強化  （３）監査法人・税理士・暗号資産の専門家アドバイザーとの事前協議、

合意形成  （４）情報開示体制の強化 （５）法令順守と登録業者との取引を掲げております。 

これに対し、本新株予約権の発行決議を行った 2025 年 10 月 30 日以降の購入予定暗号資産の価

格変動が想定を超えて大きく、将来の購入を見据えた財務リスク低減のため、調達予定の財務資産

のポートフォリオの見直しを、暗号資産や金（ゴールド）についての見識、知見の詳しい外部の専

門家や有識者との協議を含め、慎重に検討いたしました。これにより、金地金やプラチナといった
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貴金属商品の価格は比較的安定しており、また、仮想通貨と同様に、ブロックチェーン技術を用い

た新規事業用域への展開も検討可能であることから、本新株予約権の行使により調達する資金のう

ち、暗号資産の取得資金 4,215 百万円の一部を金（ゴールド）の取得資金とすることとしました。 

今回の資金使途の変更は、リスク低減を目的としたポートフォリオの追加によるものであります。

暗号資産の取得資金の一部を、価格変動が相対的に小さい金（ゴールド）へ振り分けることが、株

主価値保全の観点から妥当であると判断いたしました。これにより、「暗号資産＋金（ゴールド）」

の組み合わせによる分散投資として慎重に運用を開始することといたしました。 

本資金使途の変更により、中長期的な価格変動リスクの低減を通じた財務体質の安定性の強化を

図るとともに、短期的な事業資金ニーズにも対応可能な流動性の向上が見込まれます。これにより、

当社グループにおける事業拡大および収益機会の改善を促進し、結果として当社の中長期的な企業

価値の向上に寄与するものと考えております。 

なお、当社の暗号資産の運用方針、運用益 3％の確保および ROE を 3 倍とする経営目標について

は、従来から変更はありません。今後の資産運用においては、安定性の高い金（ゴールド）を選択

肢の一つとして加えることで、これら経営目標の達成確度を一層高めてまいります。 

 

２． 資金使途変更の概要 

本新株予約権の発行により調達する資金の具体的な使途の変更 

（訂正前） 

具体的な使途 金額 （百万円） 支出予定時期 

① 当社及び子会社における事業資金（蓄電

池事業への追加投資） 

 

3,000 
2025 年 11 月～2027 年 11 月 

② 当社及び子会社における事業資金（ホテ

ル事業への追加投資） 

 

1,500 
2025 年 11 月～2027 年 11 月  

③ 当社における暗号資産の取得資金 4,215 2025 年 11 月～2027 年 11 月 

④ 当社及び子会社における運転資金 500 2025 年 11 月～2027 年 11 月 

計 9,215  

 

（訂正後） 

具体的な使途 金額 （百万円） 支出予定時期 

① 当社及び子会社における事業資金（蓄電

池事業への追加投資） 

 

3,000 
2025 年 11 月～2027 年 11 月 

② 当社及び子会社における事業資金（ホテ

ル事業への追加投資） 

 

1,500 
2025 年 11 月～2027 年 11 月  

③ 当社における金（ゴールド）及び暗号資

産の取得資金 

4,215 2025 年 11 月～2027 年 11 月 

④ 当社及び子会社における運転資金 500 2025 年 11 月～2027 年 11 月 

計 9,215  

（注１）2025 年 11 月 25 日に新株予約権発行分 合計 91,800,000 円の払込みは既に受けておりますが 

資金使途に対しては未充当の状況です。 

（注２）新株予約権割当後の行使状況については、本日時点で行使されておりません。 
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３．今後の見通し 

今回の使途変更につき、当面の当社連結業績に与える影響はありません。開示すべき事項が生じた

場合には速やかにお知らせいたします。 

以上 

<参考＞ 

・2025 年 11 月 25 日、「第三者割当による第 9 回新株予約権の発行の払込完了に関するお知らせ」 

・2025 年 10 月 30 日、「第三者割当による第 9 回新株予約権の発行に関するお知らせ」 

 

 

 

 

 

 


